
安全衛生・健康に関する基本理念
　豊田合成グループでは安全と心身の健康の確保を最も重要な経営課題のひとつと位置付け、全ての事業活動において安

心で働きやすい職場環境を確保します。

安全と健康

　安全担当役員を議長として、社長・労働組合委員長・国内

事業場の全工場長および国内外子会社社長が出席する中

央安全衛生委員会（4回/年）を組織し、安全衛生に関する諸

施策の報告・審議を行い、その結果を取締役会に報告して

います。

　中央安全衛生委員会の審議結果に加えて、年初の社長メッ

セージや社内報による安全情報の発信を繰り返し実施する

ことで、豊田合成グループが一丸となって活動を推進して

います。またサプライヤーについても、調達連絡会などを

通じて定期的に各種関連情報の共有化を図っています。

推進体制

　当社の敷地で働く全ての人が、出社された時の元気な姿

で帰宅していただくことが会社の責務であるとの考えから、

グローバルで重大※1災害・重篤※2なSTOP7※3災害件数０件

を目標に掲げ、各種諸施策を推進してきました。

　新型コロナウイルスなどの影響による生産量の急激な

変動下においても、従業員が安心・安全にモノづくりに集

中できるよう、発生した災害の再発防止はもとより、未然

防止のためのリスクアセスメントや各種安全監査の実施、

安全意識を向上させるための階層別安全衛生教育、KYT（危

険予知トレーニング）活動などを継続して実施することで、

災害の撲滅に向け日々取り組んでいます。

※1　重大：死亡
※2　重篤：被災者の身体の一部（または機能）を失った状態
※3　 STOP7：大きなケガが起こる可能性がある7つの事象 ①挟まれ・巻き込まれ   

②重量物 ③墜落・転落 ④感電 ⑤車両 ⑥高温物・爆発・ガス ⑦切断
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第１回KYTインド大会優勝チーム（TGSIN TPS課チーム）

　国内外子会社の安全・防火レベルの把握と弱点の底上げ

を目的に、2020年度より「SFPM（安全・防火カルテ）」を展

開しています。2021年度は各社の自主評価結果を踏まえ

た統一評価項目を設定し、国内子会社13社に対して各3回/ 

年（計39回）の現地現物現認による監査・支援を行うことで、

さらなる安全レベルの底上げを図ってきました。

　特に災害の未然防止項目については、「KY（危険予知）能

力のさらなる向上」を掲げ、「無意識に安全行動（危険回避）

ができる人づくり、相互に指摘し合える職場づくり」を目

指して KYT 活動を推進し、インドや中国でも KYT 大会を

開催できるまでになっています。

国内外子会社の監査

　豊田合成グループでは上記基本理念に基づき、安全衛生宣言を定めて企業活動を展開しています。

①安全衛生に関する法律、社内規定を順守します。

②「安全は全てに優先する」を心に刻み、一人ひとりが「安全最優先」で行動することを徹底します。

③当事者意識を持って活動に取り組み、全員参加で相互啓発型の安全文化の醸成を図ります。

安全衛生の取り組み

安全衛生
宣言

　豊田合成グループで働く全ての人が心身共に健康であり続けるために、健康経営活動を推進しています。

～ 「限りない創造   社会への奉仕」実現のために ～
①従業員の健康を重要な経営資源と考え、安全と心身の健康を最優先する組織風土を醸成します。
②従業員がいきいきと働けるよう、明るく活気ある職場、人づくりに取り組みます。
③従業員と家族の健康増進を図るため、健康意識を高め、疾病予防に取り組みます。

健康経営の取り組み

　健康経営の拡充を目的に、メンタル / フィジカルヘルス
委員会を統合し、2022年度からは「健幸推進協議会」を発
足しました。健康だけではなく、「幸せ」に働くことを目指し、
安全健康推進部を事務局に、産業医・人事部・健康保険組合・
労働組合が一体となって、健康経営・幸福経営活動の協議
を行っています。

　また、中央安全衛生委員会での活動報告・承認を経て、各
事業所の安全衛生委員会へと展開しています。

推進体制

中央安全衛生委員会（４回/年）

健幸推進協議会（４回/年）

各事業場安全衛生委員会（１回/月）

　経営理念に掲げる企業の社会的責任を果たすための基盤強
化として、従業員一人ひとりが将来にわたって、いきいきと健
康に働けることが必要不可欠であるという認識のもと、従業
員の健康維持・増進のため、健康経営に取り組んでいます。
　健康経営の取り組みや成果を定量的に示し、活動のPDCA
を回すことを目的に、「健康投資管理会計ガイドライン」に基
づく「戦略マップ」を作成しました。今後は投資・効果・資源
を定量的に評価し、健康経営を継続的、効果的に推進します。

　また、健康経営の推進のため、健康KPIとして「チャレン
ジ8」を策定しました。体重・朝食・飲酒・間食・禁煙・運動・
睡眠・ストレスの8項目の状況を数値的に評価するもので、
2025年度までの目標値を年度ごとに
設定しました。
　これまでの健康経営の取り組み活動
が評価され、経済産業省から「健康経営
銘柄2022」初認定されました。

健康経営活動と各種認定・表彰

　「チャレンジ8」の目標達成のための取り組みのひとつであり、

活動開始から7年目を迎えた「職場単位の健康づくり活動」では、

参加者数が年々増加し、2021年度には全従業員の96.8％となり

ました。参加316チームのうち8割以上が運動をテーマにし、職場

ごとに楽しく工夫を凝らしながら健康づくりに取り組んでいます。

また、2021年度は新たに「睡眠・メンタルヘルス」への取り組みテー

マを導入し、心身両面での健康づくり活動を推進しています。

　さらに、愛知県が配信するアプ

リ「あいち健康プラス」を活用した

長期連休のウォーキングイベント

を開催し、健康意識向上と行動変

容を促す活動に取り組んでいます。

健康意識向上と行動変容への取り組み

職場単位の健康づくり活動で、スト
レッチをテーマに活動をする職場

　当社では、働く女性の健康を支える健康経営活動を重要

視しています。女性のヘルスリテラシー向上を目指し、2022

年3月に「女性の健康週間」イベントを初開催しました。食堂

での特別メニュ―（ピンクリボンランチ）の提供、パネル・チ

ラシ・デジタルサイネージでの情報提供、セルフチェックグッ

ズを配布し、乳がん・子宮がん検診の啓発を行いました。さ

らに健康保険組合との協業で、特に受診率が低い20代へが

ん検診受診率向上のためのリーフレットを配布し、その結果、

2022年度のがん検診申し込み率は5％増加しました。

　また、育児休暇から職場復帰する女性に対し、相談窓口

の案内やセルフケア情報を発信し、健康の面からも育児と

就労の両立を

支援する取り

組みを行って

います。

女性の健康保持・増進に向けた取り組み

女性の健康週間で提供された「ピンクリボンランチ」と、イベン
トでの情報提供の様子

 健康宣言
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